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自動車・産業機械研究グループ

自動車業界の R&D 変革 : 
生成 AI の潜在価値を　　
最大限引き出すために
自動車メーカーは、研究開発のあらゆる工程に高い付加価値を与える生成 AI を導入する
ことで、リードタイムの短縮、コスト削減、品質向上を実現できる

本稿は、マッキンゼーの自動車・組立産業研究グループおよびマッキンゼー・センター・フォー・フューチャー・
モビリティ (MCFM)」の見解をまとめたものである。住川武人、山科拓也、ピーター・チョレウィンスキー、
マルティン・ケルナー、ウォルフ・リヒター、マティアス・ロゲンドルフ、アンドレアス・ツィースナー、アンド
レアス・ヴェニュスが共同で執筆し、桂さゆ里、小泉正剛、村木勇也が監訳・監修を行った。 



現在、自動車業界の R&D ( 研究開発 ) 部門は、3 つの
大きなトレンドに対応すべく抜本的な変革が求められて
いる。

1 つ目のトレンドは、内燃機関車 (ICE) から電気自動車
(EV) 技術への移行が挙げられる。これは自動車業界に
とって、半世紀ほど前に原油価格の高騰や市場の競争
激化を背景に広まった、低燃費車へのシフト以来の
大きな変化である。

2 つ目のトレンドは、中央集中型のアーキテクチャを持つ、
消費 者志 向の SDV (Software-defined Vehicle: ソフト
ウェア定義型自動車 ) の台頭である。ソフトウェアは、
インフォテインメントや先進運転支援システムなど、
自動車メーカーにとって多くの差別化機会をもたらす。
しかし同時に、ハードウェア中心の開発・製造を変革し、
ソフトウェアプロバイダーとしての新たな役割を担うという
大きな課題も自動車メーカーに突きつけられている。

3 つ目のトレンドは、生成 AI の出現である。生成 AI は、
R&D 部門のオペレーションを根本から再構築する可能
性を含んだ強力なテクノロジーになりつつある。まだ黎
明期とはいえ、言語や画像の生成・処理、様々な情報
源からの洞察の統合、多様なフォーマットの情報処理、
規制要件を満たす詳細な文書の作成を行うことができる
このテクノロジーは、未来の研究開発の在り方が大きく
様変わりすることを示唆している。

中国や米国などの新規参入 EV メーカーは、R&D プロセ
スの変革によって新車の市場投入までのリードタイムの
短縮に成功しており、すでに利幅が圧迫されている
既存メーカーを上回る戦略的優位性を獲得している。

我々は、このようなトレンドがもたらす影響と機会をより
深く理解するため、欧州の大手自動車メーカーの経営
幹部にインタビューを実施した。今回は主に生成 AI に
焦点を当て、パイロットプログラムや本格的な導入事例
から得られた学びに的を絞って詳細に議論した。 

一連の議論から、我々はある 1 つの確信を得ることが
できた。それは、価値重視のアプローチを採用して、
R&Dプロセス全体で生成 AI の統合を進めることにより、
企業はコストの削減、開発期間の短縮、品質の向上、
イノベーションの拡大といった形で大きな価値を獲得
できるということである。

1	 ワークショップに参加した経営幹部 30 名のうち、12 名がアンケートに回答

自動車メーカーの R&D 部門における
生成 AI の可能性
マッキンゼーは、欧州の大手自動車メーカーやサプライ
ヤーの R&D 部門の幹部 30 名を招いてワークショップを
開催し、生成 AI の活用や導入計画についての意見交換
を行い、このテクノロジーに内在する様々な可能性を
探った。また、参加者に生成 AI に関するアンケートを
行い、本稿でもその結果の一部を紹介する 。1

生成 AI の導入および投資の動向
まず、自動車業界では、生成 AI を導入する傾向が強い
ことが分かった。多くの企業 ( アンケート回答企業の
75%) は、少なくとも 1 つの生成 AI アプリケーションを
試験的に導入しており、そうでない企業 ( アンケート回
答企業の 25%) でも、1 年以内に使用を開始する予定で
あると回答している。

また、R&D 分野での生成 AI アプリケーションへの投
資も盛んに行われていることを把握した。アンケート回
答企業の 40% 以上が最大 500 万ユーロ ( 約 8 億円 )
規模の投資を実施しており、2,000 万ユーロ ( 約 32 億円 )
以上を投資した企業も少数ながら存在する ( 回答企業の
10% 以上 )。

R&D プロセスにおける生成 AI の導入
経営幹部の多くは研究開発に生成 AI を活用していると
回答しているが (70%)、その多くは、R&D プロセスの
1 つの段階のみでパイロットプログラムを実施しているに
過ぎない。パイロットを実施している R&D プロセスは
驚くほど広範であるものの ( 我々が確認したユースケー
スの 60%)、プロセス全体を通して体系的に生成 AI を
導入している事例は見られなかった。

パイロットのユースケースが多岐にわたることから、研究
開発において多くの企業が将来的には生成 AI の包括
的な活用を目指していることが見受けられる。実際、
アンケート回答企業の 40% 以上が、ユースケース候補の
75% 以上に優先順位をつけている。

生成 AI のインパクトと価値の推定
ワークショップの大半の参加者は、生成 AI のユースケー
スについて「実質的な価値をもたらすものであり、R&D
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プロセスを10 ～20% 改善できる」という意見で一致した。
生成 AI のユースケースを統合することの潜在価値につい
ては、生成 AI への投資を回収するための手段とする
見解もあれば、競争力を維持する上で必要なコストと
認識する意見もあった。いずれにせよ、ほとんどの参加
者は、生成 AI がその価値を最大限に発揮するには、
組織および企業文化を大胆に変革する必要があると
考えていることも確認できた。

生成 AI のユースケースと R&D における潜在価値
参加企業が現在パイロットテストを実施中または検討
中のユースケースの中では、要求工学 2 に焦点を当てた
ものが最も多く ( アンケート結果に基づく )、次いで
ソフトウェアのテストと検証、製品設計・最適化が挙げ
られた ( アンケート回答者の半数以上が言及 )。

上記以外にも、研究開発の各プロセスで、コスト削減、
開発期間の短縮、品質向上を図れる生成 AI のユース
ケースが存在する。例えば、規制要件に応じた文書の
作成を生成 AI に任せることで管理コストを削減し、更
には開発者の作業時間を短縮できることからエンジニ
アリングの経験値と効率の向上にもつながる。加えて、
以下のユースケースも注目に値する。

	— テストとホモロゲーション(認証)　　　　　　　　
マッキンゼーがこれまでに助言を提供した企業の経営
幹部の推定では、報告書や文書の自動作成、シナリ
オベースのシミュレーションに生成AIを活用すること
で、テストやホモロゲーションのプロセスを20～30%
改善できる。例えば、コンプライアンス、製品文書、
品質保証などに不可欠な報告書やマニュアルの作成
を自動化することで、付加価値を生むことができる。　
中には、大幅な効率化を達成した事例もある。例え
ば、ドイツのあるTier1自動車部品サプライヤーは、
全分岐網羅 (フルブランチカバレッジ) や改良条件判
定カバレッジ (MC/DC) などのテストベクタの作成に
生成 AIを活用することで、生成 AI が生み出したアウ
トプットを人間がレビューする時間を含め、生産性
が70%も向上した。同社では、組み込みソフトウェ
アの開発プロセスと、顧客からの要望に基づく初期
的な要件定義に生成 AIを活用することで、エンジニ
アの生産性が最大30%も改善した。　　　　　　
　

2	 要求工学とは、主にソフトウェア開発の上流においてユーザーの要求を定義し仕様化するための工学的プロセスや技術

	— 設計への適用　　　　　　　　　　　　　　　　
研究開発の設計段階においては、マッキンゼーの顧
客企業の経営幹部によると、生成 AI の活用により
R&Dプロセスを10～20% 改善できる可能性がある。 
また、リバースエンジニアリングやブラックボックス
化では、ナレッジ抽出、アルゴリズム解読、リエン
ジニアリングなどの独自技術の特定と解読に生成
AI を使用することで、R&Dプロセスを5～10% 改善
できると推定されている。

生成 AI が創出する機会を捉える
マッキンゼーが助言を提供した企業の経営幹部のほと
んどが、研究開発における生成 AI 導入の障壁を「大きい」
または「非常に大きい」と感じており、障壁が「小さい」
と回答した経営幹部は 25% にとどまっている。 実際、
生成 AI が企業の既存のオペレーティングモデルに体系
的に統合されていないのは、組織や企業文化に大きな
変化を起こす必要があるためである。

生成 AI により、R&D プロセス全体に付加価値が生まれ
るようにするには、技術やデータ以上に、包括的で価
値を軸としたアプローチが必要である。企業は必要な
ケイパビリティや文化を醸成してこそ、生成 AI のような
新技術の恩恵を享受できるようになる ( 図表参照 )。

価値を軸としたロードマップ
変革の価値目標が不明確で具体性に欠ける事例は、
実は驚くほど多い。リーダーシップレベルで変革の価値
目標が明確にされず、共通認識が形成されていないと、
必要なリソースを集めたり、進捗状況を把握したりする
ことが困難になる。変革の価値を軸として、サポート
や連携を構築することが重要である。

	— 生成AIをイネーブラーとして位置づける　　　　　
R&D 部門の幹部とのディスカッションで注目された
テーマは、生成 AIを導入するメリットをあらかじめ
適切に示すことによって、生成 AI に対する社内の抵
抗を最小限に抑えることであった。生成 AI の導入を
成功させるには、生成 AIがコスト削減や雇用破壊の
手段ではなく、イネーブラーやアクセラレーターであ
ることを社内に提示し理解を得ることが不可欠である。
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	— 明確で一貫性のある変革ストーリーを描く　　　　　
変革ストーリーの策定プロセスには社内ステーク
ホルダー、すなわち最高顧客体験責任者 (CXO)、
マネジャー、従業員、および法務、倫理、コンプラ
イアンスなどの関連部門も関与すべきである。 この
協力的なアプローチによってはじめて多面的な視点
で包括的かつ組織の目標に沿った変革ストーリーを
作成できる。変革ストーリーでは、データプライバ
シー、アルゴリズムバイアス、透明性、説明責任な
ど倫理的な検討事項に触れ、またすべてのステーク
ホルダーに一貫して伝達されるべきである(コラム

「法的および倫理的な考慮事項への対応」を参照 )。
これは、生成 AIの導入に対する信頼や理解、支持を
構築し、組織の全員がその戦略目標を支持するよう
促す上でも役立つ。

	— 経営幹部に情報・知見を共有する　　　　　　　　
経営幹部に対して、組織の戦略目標に対する生成 AI
の潜在的なインパクトを簡明に示すデータやケース
スタディを提供することが重要である。また、生成
AI の倫理的・法的検討事項、ガードレール ( 悪用を
防止する機能 ) の設定、承認プロセスを迅速化する
ことの重要性についても説明することが望ましい。

経営幹部が先駆的なマインドセットの模範を示すこ
とにより、組織内にイノベーションや実験の文化を
醸成することができる。R&D 部門は、経営幹部が
責任をもって生成 AI を導入し、組織の利益を最大
化できるようサポートすべきである。

	— 組織をリードする存在となるライトハウス(灯台)を
構築する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ライトハウスの構築は、自動車業界の R&D 部門に
とって重要な戦略である。インパクトの高い生成 AI
のユースケースを通じてその潜在可能性を示すこと
により、R&D 部門が組織全体を鼓舞し、新たな可
能性に挑戦したり、イノベーションを受容するよう
促したりすることができる。そのようなライトハウス
の構築が成功したら、R&D 部門のリーダーは相互に
補完しあう一連のユースケースを構築していくことが
求められる。連携を欠いた、単独のユースケース
ばかりでは、社内活動の乱立を招くだけで大きな
価値には結びつかない。

図表

デジタル&アナリティクスに生成AIを取り入れるには、目的別に
3つのステージから成る価値中心のアプローチを採用する

McKinsey & Company

価値に関する
擦り合わせ

デリバリーの
実現

チェンジ
マネジメント

1. 事業主導のデジタルロードマップ
変革のビジョン、価値、ロードマップについてシニアリーダーシップチーム間の擦り合わせを行い、卓越した顧客
体験の提供、単位原価の削減を実現すべく事業領域を再構築する

6. 導入とスケーリング
デジタルソリューションの導入と組織規模での拡大を確実に行い、変革の進捗とリスクを慎重に管理することで、
生成AIのユースケースから得られる価値を最大限に享受する

2. 人材
実行と革新に必要なス
キルとケイパビリティが
組織に備わっているかを
確認する

3. オペレーティング
モデル
事業、オペレーション、テ
クノロジーを効果的に
連携させることで組織の
新陳代謝を高める

4. テクノロジー
組織全体でテクノロジー
を使いやすくし、イノベー
ションの推進を支援する

5. データ
データを継続的に充実
させて組織全体で容易
に利用できるようにし、
顧客体験とビジネスパ
フォーマンスを向上さ
せる
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人材のエンパワーメントとトレーニング : アシス
タントとしての生成 AI
生成 AI は、雇用にも確実に影響を及ぼすと考えられ
るが、マッキンゼーの分析によると、従業員の既存業
務をサポートする生成 AI アシスタントとして機能する
ケースが多いとみられている 3。簡単な文書やドラフト
の作成など、単調なタスクを生成 AI が引き受けること
になる。その結果、従業員はより高度でやりがいのあ
る仕事、例えば創造的なアイデアやソリューションを
生み出したり、レビュー用の初期コードを作成したり
することなどに、より多くの時間を使えるようになる。
つまり、生成 AI の活用により、人材育成においては

3	「生成 AI がもたらす 潜在的な経済効果 : 生産性の次なるフロンティア 」 マッキンゼー・アンド・カンパニー 2023 年 6 月
　https://www.mckinsey.com/jp/~/media/mckinsey/locations/asia/japan/our%20insights/the_economic_potential_of_generative_ai_the_next_
productivity_frontier_colormama_4k.pdf 

採用戦略より、むしろ研修プログラムの重要度が増して
くることになるであろう。 

一部の R&D 組織では、既に生成 AI アシスタントの導
入が始まっており、例えば要件文書の作成に特化した
生成 AI アシスタントが導入されている。従来は要件文
書を作成する際に、複数の異なるバージョンから文言
をコピー & ペーストする必要があった。その過程で要件
としての整合性が失われたり、最悪の場合、不要な要
件が含まれた複雑な文書になったりしたことがあった。
生成 AI アシスタントを導入したドイツのある自動車
メーカーでは、要件作成の効率が 20% 向上し、数百
人のエンジニアの負担が軽減されたとのことであった。

コラム : 法的・倫理的検討事項への対応 

生成 AI を活用する上で経営幹部が最も懸念
すべきは、データ保護とそれに関連する法
的な問題である。生成 AI はまず技術部門

で導入されるが、企業は R&D、法務、リスク、
コンプライアンス部門を含めた、強固な導入
フレームワークを構築しなければならない。
特に、インフラ関連の分野において生成 AI
を使用し始める場合を想定し、データ利用
の基準やガードレールの設置など、生成 AI
の許容用途の解釈を定義するための規制環
境が急速に進化してきている。

	— 独自仕様のデータ保護　　　　　　　　
独自仕様のデータを保護するには、ベン
ダーでの生成 AIモデルからのデータ漏洩
や意図せぬ学習にデータが使用されない
ようにすることが不可欠である。例えば、
業務用生成 AI サービスの利用規約を明
確に理解することで、意思決定者が独自
データを使用・保護する際の社内規則を
確立する必要がある。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

	— 規制の枠組みと倫理委員会　　　　　　
生成 AI の普及を可能にする法的・倫理
的基盤を確立するためには、事前に定め
られた規制の枠組みと、判断が難しい
ケースに対する迅速なエスカレーション
の仕組みが必要である。これは、発生し
得る賠償請求などのリスクから企業を守
るだけでなく、新たな生成 AI のユース
ケースを作成するエンジニアにとっての
不確実性を軽減することにもつながる。
例えば、一部の大手企業では、判例法
の進展に伴い生成 AI の倫理的使用につ
いて独立した視点を持つべく、社外メン
バーを含む生成 AI 倫理委員会を設置し
ている。

	— ガードレールに関する早期の合意形成　
自動車の R&D において生成 AIを責任あ
る倫理的な形で導入するには、技術的な
ガードレールに関する早期の合意形成と、
法務、リスク、サイバーセキュリティ、デー
タ保護、コンプライアンスを含む迅速な
倫理的・法的承認プロセスが必要である。

	— 明確なガイドラインとプロトコル　　　　
明確なガイドラインとプロトコルを確立
することによって、データプライバシー、
アルゴリズムバイアス、透明性、説明責
任など、倫理的・法的要件へのコンプラ
イアンスを確保できる。適切な承認プロ
セスには、目的、データソース、使用す
るアルゴリズム、潜在リスクとその緩和
策に関して具体的に文書化しておく必要
がある。生成 AIを用いたプロジェクトは、
モニタリングや評価を継続的に実施する
ことで技術的完全性を維持するとともに、
信頼性を後押しする。

5自動車業界の R&D 変革 : 生成 AI の潜在価値を最大限引き出すために

https://www.mckinsey.com/jp/~/media/mckinsey/locations/asia/japan/our%20insights/the_economic_potential_of_generative_ai_the_next_productivity_frontier_colormama_4k.pdf
https://www.mckinsey.com/jp/~/media/mckinsey/locations/asia/japan/our%20insights/the_economic_potential_of_generative_ai_the_next_productivity_frontier_colormama_4k.pdf


また、新たな機能 ( 国際標準化機構 [ISO] 規格との照合
など ) を追加することで、この生成 AI アシスタントを
継続的に強化しており、さらなる業務の時間短縮を実現
している。

ドイツの別の自動車メーカーが導入した生成 AI アシス
タントは、幅広い従業員を対象として、コンプライア
ンスタスクの準備時間の削減に貢献している。この事例
では、生成 AI が ISO や同様の文書から自動的に規格を
抽出・統合し、既存のプロセス文書がそれらの規格に
準拠しているかを確認する。今後、生成 AI アシスタント
が自動的に ToDo リストを作成し、規格やプロセスの
文書間の相乗効果を特定できるようになれば、監査準
備にかかる作業の 20 ～ 30% 程度を削減できると期待
されている。

とはいえ、従業員が生成 AI アシスタントの最適な活用
方法を学び、出力結果を検証して信頼性を高め、最適解
を導き出す対話をこなせるようになるまでには、一定の
時間と訓練が必要となる。

オペレーティングモデルの変革
チームが迅速かつ効果的に成果を出すには、独立性、
明確なガイドラインと目標、生成 AI ツールへのアクセス、
そして専門知識が必要である。不確実性が高く、常にリ
スクが変化する情勢においては、この分野の専門家を
作業チームに巻き込み、早期に問題を特定し、周到な
リスクレビューと承認プロセスを管理する必要がある。
具体的には、以下のような要素である。

	— 機能横断型チーム　　　　　　　　　　　　　　　
生成 AIを最大限活用するには、各分野の専門家で
構成する機能横断型チームを設立し、効果的に生成
AIと協業することによってイノベーションを推進すべ
きである。コラボレーションと試行錯誤の文化を育
むことで、チームは複雑な問題を解決し、より強力
なソリューションを生み出すことができるようになる。

	— プロセスの合理化　　　　　　　　　　　　　　
生成 AI がもたらす利益を最大化するには、既存プロ
セスを再設計し、ワークフローの合理化、手作業の
排除、役割分担の見直しによって、コストを体系的
に削減またはゼロにする必要がある。

	— 明確な任務　　　　　　　　　　　　　　　　　
責任を明確にし、高い成果をあげるために、リー

ダーはチームの目標、成果物、スケジュールを具体
的に定義した任務を設定すべきである。 R&D 部門は、
チームに必要なリソースと権限を与えることで、チー
ムメンバーの当事者意識と責任感を育み、目標を
達成し、目に見える成果を創出することができる。

テクノロジー基盤の構築
生成 AI ユースケースの導入における最大の障壁は、デジ
タルのユースケースと同様で、データのサイロ化、権限の
問題、新技術に対応できないテクノロジー基盤などが
挙げられる。

生成 AI を導入するには、堅牢なアーキテクチャ、効率的
なリソース配分、進化する技術環境への積極的な適応
など、スケーラブル ( 拡張可能 ) なインフラが不可欠で
ある。また、一貫性がありつつモジュール化されたデー
タプラットフォームも、スケーラブルな生成 AI 活用を
支えるテクノロジー基盤として必須の要素である。理
想的には、テクノロジー基盤を通じて様々な生成 AI モ
デルへのアクセスを提供することで、より幅広いユース
ケースへの活用を可能にし、コスト効率のよい導入をサ
ポートすることである。データ処理が膨大になることと、
大規模言語モデル (LLM) との統合に必要なオープン
アーキテクチャのことを考慮すると、柔軟かつ堅牢なプ
ラットフォームを提供できるクラウドベースが望ましい。

堅牢なデータガバナンスの確立
データは技術的および組織的に重要であるため、デー
タの価値が保証されていないことや、サプライヤーから
提供されるトレーニングデータが不十分であることは
重大な問題となる。

一般的に、生成 AI は大量のデータがなくても価値を
創出できるが、ほとんどのユースケースでは、専有デー
タを用いて体系的にプロンプトを強化することが有効
である。その場合、専有データは厳格なデータガバ
ナンスの下、可視性とアクセス性を適切な範囲に制限
する必要がある。

モデルのトレーニング用にクリーンで代表的なデータを
供給するには、データ所有権、データ分類法、オントロ
ジーを定義する必要がある。ここでは、包括的なアプ
ローチではなく、むしろ様々なユースケースに合わせて、
実用的な解決策を並行して導入する方法が望ましい。 
例えば、テストケースのカタログ化に着手してデータ
ガバナンスを確立し、構造化されたデータ保存場所

6自動車業界の R&D 変革 : 生成 AI の潜在価値を最大限引き出すために



( データレイク ) に高品質のテストケースデータを格納す
ることなどである。

生成 AI の価値を最大限享受するために効果を
確認し適応していく厳格な仕組みを維持
R&D プロセス変革により得た成果は、慎重に測定、評
価し、必要に応じて適宜修正を加えるべきである。また、
生成 AI の導入による効果を実証するには、比較対象と
する基準点 ( ベースライン ) を明確に設定しておくこと
が不可欠である。

同様に、ガバナンスがきいたフレームワークとそれを支
えるインセンティブは、資格やトレーニングの不要なコ
ストの回避に役立つ。事業価値の高い組織であれば、
生産性の向上や市場投入までの時間の短縮によって、
最終利益の向上または売上高の拡大を実現できる。

R&D 部門においては、効果が最も大きく、リスクが最
も低い生成 AI のユースケースを優先することで、更に
多くの利点を享受することができる。それらのユース
ケースを複雑性と相互依存性に基づいてグループ化し、
段階的に展開することが望ましい。段階的に導入する
事で、具体的な事業価値に結び付くとともに、更なる
ユースケースの展開への機運を高めることができる。

また、チームやユースケースを超えて協業したり、知見を
共有したりすることで、生成 AI の利点を最大限に活用
することができる。

R&D 分野において生成 AI のメリットを享受するには、
生成 AI の用途に関するビジョンを明確にし、ユースケー
スの特定から優先順位の決定に至る体系的なアプロー
チを確立することから始まる。次に、各ユースケースの
パイロットテストを行い、その結果を踏まえて開発を
進めていく。プロセスチェーン全体を変革できるよう、
厳格なチェンジマネジメント、価値の蓄積、ケイパビリ
ティの構築、次フェーズのユースケースを示したロード
マップを作成することが求められる。生成 AI がもたら
すメリットを日々確実に生かすことで、はじめてその効
果を享受できるようになる。

複数のユースケースを一部並行して実施することで、生
成 AI のアプローチ、戦略、ビジョンの継続的な見直し
および改善が推進される。このようなアプローチにより、
生成 AI イノベーションによる価値を迅速かつ最大限に
獲得することが可能となる。

Copyright © 2024 McKinsey & Company. All rights reserved.

著者
アンドレアス・ヴェニュス ( シニアパートナー、ベルリンオフィス )
アンドレアス・ツィースナー ( シニアパートナー、ミュンヘンオフィス ) 
ヴォルフ・リヒター ( パートナー、ベルリンオフィス )
ペーター・チョレヴィンスキー  ( アソシエイトパートナー、同オフィス )
マティアス・ロゲンドルフ ( パートナー、同オフィス )
マルティン・ケルナー ( パートナー、ミュンヘンオフィス ) 

マッキンゼー・センター・フォー・フューチャー・モビリティ (MCFM) について 

本稿は、MCFM が導出した洞察をまとめた
ものです。MCFM は、 独自の 知見の構 築・
共有、カンファレンス等の開催を通じて、モ
ビリティ産業に従事されている経営層の皆
様に、業界の未来や時々の経営トピックス
について議 論をする場を、グローバルに

提供させていただきたいという目的をもって
設立されました。ここでは、マッキンゼー
独自のボトムアップアプローチによるモデリ
ングにより導出した洞察を通じて、消費者
のニーズから、都市部・農村部のモーダルミッ
クス、売上げ、バリュープール、ライフサイ

クル全体の持続可能性など、未来のモビリ
ティに関わる包括的な検証を行っています。

モビリティ市場に関する弊社の知見について
ご関心のある方は、こちらのフォームより
お問い合わせください。

監訳・監修
住川 武人 ( シニアパートナー、マッキンゼー・東京オフィス )
山科 拓也 ( パートナー、マッキンゼー・関西オフィス )
桂 さゆ里 (C&I スペシャリスト )
小泉 正剛 ( エンゲージメントマネジャー )
村木 勇也 ( エンゲージメントマネジャー )

7自動車業界の R&D 変革 : 生成 AI の潜在価値を最大限引き出すために

https://www.mckinsey.com/jp/contact-us

